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「ユーロ（EU）のケースをモデルとすると、アジアの地域統合（主に通貨）を進める上で欧州   

















①労働の移動性があるのかにあのか ②産業構造の類似性があるのかないのか  
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●壬面相闇閉園円員6巴む旧   
○ 欧州における通貨統合の発展段階においてそれぞれの必要性  
欧州の歴史的経緯に沿って、通貨統合までの過程を鱒明。   
①関税同盟の必要性  


















































○ 東アジアにおける共有通貨のあり方  
上記のように、情報技術革新により東アジアの地域格差が急速に是正される可能   
性が高い。また周知の事実のように情報技術革新は世界規模での密度の濃いコミュ   


































① 財市場の続合∋ASEANも日中韓の東アジアも問題なし。  
② 生産要素の統合⇒労働移動の自由については十分とは言えない。  
③経済構造・実物ショックの対称性⇒域内各国の経済構造は著しく多様である。  
④ 金融市場の統合⇒規制が残されている。  
⑤マクロ経済政策⇒マ 
〈政治的意思〉   
EU同様の政治的意思の強さは、アジアでも見受けられる。APECの推進はそう   
した力を受けてのものであり、AFTA、ASEMなどでもアジアの政治1）－ダーの  
主導によって運営されている。ただ、アジアの政治的意思には、開発独裁的な色彩が  





☆アジア諸国の現状が最適通貨圏の条件を滞たしておらず、ACUを導入することが困難で   
あり、また、ACU導入の目的がアジア通貨危機の再発を防止し、アジア諸国の為替を安   
定化させることにあるのであれば、現実的な選択肢として、実質実効為替相場を安定さ   
せることを目的とした通貨バスケット・ペッグ別の導入を挙げることができる。  















【4】4つのインゼミを終えて   
さて、この勉強会で2000年度のインゼミを全て終えることができました。これも、各大  
学の人たち、先生、そして先輩方の力がかナれば当然成しえなかったことですが、やはり  




つのインゼミはぎりぎりいっぱい。」ということですかね。   
これを読む後輩も、インゼミで貴重な体験をして成長してくれることを願います。  
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